
   

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この曲は、岩淵さんが当時 8 歳だったご長女を病気で亡

くされた時に作ったものだそうです。お証しを聞いたこと

がありますが、悲しみの涙が溢れる中で、父なる神が独り

子のイエスさまを十字架に掛けなければいけなかった、そ

の思いがよく分かったということでした。 

愛する子どもを失うということは、自分の命を失うより

も辛く悲しいことです。同じ経験をされた方にしかわから

ない、それは深い悲しみです。創造主なる神は、決して感

情のない冷たい方ではありません。私たちと同じように、

怒り、悲しみ、そして喜びを表すお方であることが、聖書

を読んでわかります。特に、愛することにおいて、「わた

しは熱情の神である。」と十戒の中でも告げているように、

その愛は燃え立つような感情を持って人を愛し、そして人

からも愛されたいという願いを持っていらっしゃいます。 

父なる神と御子キリスト、聖霊は一つの神です。御子キリストが苦しみ、十字架に掛かって死ん

だことは、ご自分の痛み苦しみでした。同じように私たち人間も自分の子どもが苦しんでいたら苦

しいし、子どもが命を失うことは辛く悲しいのです。 

そして、今も父なる神は私たちが滅んでいくことを嘆き悲しんでいます。今も涙を流されていま

す。「死なないでくれ！イエス・キリストを信じて、わたしの愛を受け入れて永遠の命をもって生

きてくれ！」と訴えています。それが「父の涙」です。十字架を見上げる時、そこから泉のように

流れる神の愛を感じることができるように祈ります。 
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神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。独り子を信じる者が一人

も滅びないで、永遠の命を得るためである。     ヨハネ 3：16 

  イースター礼拝の中の賛美で「父の涙」という歌を歌うことにしました。クリス

チャンでシンガーソングライターの岩淵まことさんが作った曲です。先日テレビで岩淵

さんと奥様の由美子さんが歌っているのを見て、改めていい曲だな、と感動しました。 

月報「ぶどうの木」 
         2023 年 4 月号 

日本フリーメソジスト教団 

町田福音キリスト教会 

心にせまる父の悲しみ 

愛するひとり子を十字架につけた 

人の罪は燃える火のよう 

愛を知らずに今日も過ぎて行く 

 

父が静かにみつめていたのは 

愛するひとり子の傷ついた姿 

人の罪をその身に背負い 

父よかれらを赦してほしいと 

 

十字架からあふれ流れる泉 

それは父の涙 

十字架からあふれ流れる泉 

それはイエスの愛 
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４月役員会決定事項 

・３月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・6月 11日の礼拝にインマヌエル聖宣神学院教会副牧師の高木暁子先生に来ていただき、ハープの

演奏とメッセージをしていただくことを決定した。 

・4月 22日に阪南教会で行われる故重富牧師の記念会に、当教会からお花を送ることとした。 

・教会のプロジェクターの部品の交換が必要だが、既に製造販売終了しているということで、新しく同程

度の性能のプロジェクターを購入し、天井に設置する。 

・来年のイースター礼拝（2024年 3月 31日）の特別賛美ゲストとして相模原市在住のバリトン歌手、加藤 

大聖さんに出演を依頼する。 

 

 


